
令和５年度若狭地区近隣連携施設連携事業・福井県「体験の風をおこそう」運動推進事業 

「わくわく体験塾」～若狭の自然と歴史にふれよう！～ 

令和５年９月１６日（土）～１８日（祝・月） 

 

◆目的 

若狭地域の歴史・文化にふれ、すばらしさに気づく。 

大自然での体験を通して、自然の偉大さを学ぶ。 

仲間との交流を通して、友情を育み、多くの思い出を作る。 

 

◆参加実績 

参加 ２２名 （応募総数 ８５名） 

 

②年齢別  

小学４年生   ５名 

小学５年生   ７名 

小学６年生   ６名 

中学１年生   ３名 

中学２年生   １名 

 

 

 

 

 

 

 

◆プログラム＜２泊３日＞ 

【１日目】 

若狭歴史博物館・・・弓矢体験、見学 

若狭湾青少年自然の家・・・シーカヤック活動、 

キャンプファイヤー、宿泊 

【２日目】 

海浜自然センター・・・海釣り体験、見学、シアター 

年縞博物館・・・見学、シアター 

縄文博物館・・・見学、火おこし体験 

三方青年の家・・・野外炊事（カレーライス）、宿泊 

【３日目】 

里山海湖研究所・・・三方湖畔野鳥観察 

園芸 LABOの丘・・・野菜の収穫体験、ピザづくり体験 

 

◆成果 

参加者アンケートでは、「いろいろな体験や見学ができた。」「また８つの施設に行って復習したい。」「普段でき

ないことがたくさんできてよかった。」「ちょうど学校で習ったことを詳しく知ることができた。」「最初、しゃべれ

なかった友達と思い出を作れた。」「もっと話したい、もっと遊びたいと思うような友達ができた。」「ボランティア

のお兄さんやお姉さんがみんな笑顔で頼りになった。」など、８つの施設の活動に満足したという回答が得られ、

若狭の歴史と文化にふれ、すばらしさに気づくと共に、仲間との交流を通して友情を育むというねらいが達成でき

た。 

 各８施設の担当者からは、「昨年度よりグレードアップした企画があった。」「それぞれ施設の特色を活かしたプ

ログラムの流れがよくなってきた。」といったような担当者の満足度も向上してきている感想がみられた。 

①地域別 

愛知県     １名 

京都府     １名 

岐阜県     ３名 

滋賀県     １名 

坂井市     １名 

福井市     ２名 

鯖江市     ２名 

永平寺町    １名 

敦賀市     ６名 

小浜市     ３名 

若狭町     １名 

＜    若狭湾の自然の家で集合写真     ＞ 

＜    シーカヤック体験     ＞ 

＜    トマトの収穫体験     ＞ 



◆参加者の声 

□ 弓矢を作ったあとに、いろいろな動物が描かれている的に

矢を当てることができた。縄文の人の狩りの様子が分かっ

た。 

□ 二人で協力してカヤック体験したり、部屋の人と協力して

ベッドにシーツをつけたりすることができた。ボランティ

アの方が考えた遊びは楽しかった。 

□ 魚釣り体験では、ボランティアの方が上手にえさをつけて

くれて、２匹も釣ることができた。暑さを忘れるくらい楽し

かったです。 

□ 年縞が世界一と聞いてびっくりした。動画が見やすく、分か

りやすかった。水月湖がすごいことが分かった。 

□ 火おこしはなかなかつかなくて、縄文人は大変だなと思っ

た。手が痛くなった。 

□ みんなで作ったカレーが家よりもおいしく感じた。 

□ さまざまな野鳥が見られてよかった。カモを見るのに夢中に

なっておいていかれそうになった。 

□ トマトが好きなので、全部食べたくなった。トマトを使った

ピザが上手に作れた。 

◆事業運営のツボ・工夫・反省 

○ ８施設の担当者が集まり、会議を重ねる中で、各施設の特徴

を生かし、歴史・文化・自然について学ぶために、その施設

でしか体験できない活動を計画した。 

○ 自然と触れ合うことができ、さらにこの地域独自の体験がで

きる内容であった。 

○ 事務局主導で、参加人数、活動形態や対応などについて協議

し、看護師の確保や熱中症対策など安全対策を施すことがで

きた。 

○ 各８施設がこの事業でのつながりで、普段の業務でも円

滑な関係ができている。 

○ ボランティアが参加者の身の回りの指導や活動補助の役割を

しっかりと果たしてくれていた。来年度以降もボランティア

の協力を得て、事業内容を充実させたい。 

● プログラムの内容が多くなってきて、参加者にゆとりがなく

なってきた。見学時間を少なくして、休憩時間を確保するな

ど、参加者や運営側にもゆとりのある日程に変えていけると

良い。 

● 今後は、さらに施設間の活動につながりを持たせ、ストーリ

ー性を高めていけると良い。 

● 開催時期が 9月とはいえ、残暑が厳しい日が続いた。暑さを

和らげる対策や水分の確保など熱中症に対する備えをして

いく必要がある。 

 

＜  キャンプファイヤー  ＞ 

＜  弓矢体験  ＞ 

＜  野鳥観察  ＞ 

＜  ピザづくり体験  ＞ 

＜  野外炊事  ＞ ＜  火おこし体験  ＞ 


